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M. et al., 2008)。活性汚泥の反応槽は有機物濃度が高く流入基質が大きく変動するなど一般的な自然環境とは
異なり、生息できる生物種も限られる。この活性汚泥中に出現する微小動物相を観察することで処理状況を把
握しようとする試みがこれまでに多くなされており、出現する動物相と処理状況の傾向について体系化され生
物指標として利用されている(Al-Shahwani and Horan 1991; Esteban et al., 1991; Fried et al., 2000; 
Madoni, 1984, 2000; Madoni and Ghetti 1981; Madoni et al., 1993, 1996; Poole, 1984; Poole and Fry 1980; 












































ントロールし実験を行った。フロックを分散させる目的で EDTA 溶液を添加した後には鞭毛虫類、特に B. 






いくにつれ生物相に変化が生じ、特に 2.4mg/L を下回ったときに小型有殻アメーバ類が、また 1.5mg/L を下
回ると鞭毛虫類と無殻の大型アメーバ類が優占化する傾向がみられた。DOが1.5mg/L以下の低溶存酸素濃度
期間中に観察された鞭毛虫類について、初期は２０µm ほどの植物性鞭毛虫類 Entosiphon が優占種であった















る。有機物除去率に変化がなかったにもかかわらず、特にEntosiphon sp. やBodo sp.、Monas sp.は溶存酸素
濃度の低下によって多く出現するのが確認されたことから、高度処理法においてはこれらの鞭毛虫類は嫌気槽
の溶存酸素濃度が脱窒反応を促進させうる低い状態にあるかどうかを判断する際に重要な指標生物になるので
はないかと考えられる。 
  本研究では活性汚泥中に出現する原生動物のうち特に鞭毛虫類について、その優占化機構を明らかにする
ことを目的に検証を行なった。酸素濃度を変化させた場合の生物相の変化を調べる実験では、低溶存酸素濃度
環境下において鞭毛虫だけではなく小型の有殻アメーバや大型の肉質虫類が多く観察された。肉質虫類はこれ
まで鞭毛虫類と同じように処理水中の有機物残存を示す指標生物であったが、今回の実験では異なる傾向が見
られた。このように指標生物に関して未だ把握しきれていない優占化機構の存在が示唆されることから、鞭毛
虫類だけではなく他の指標生物についても同様にどのような環境条件に影響を受け出現しているのか機構解明
を行い、得られた知見を生物指標へ還元していく必要があると考える。 
 以上の通り、主要な指標生物に関してその優占化機構が解明されれば、新たな処理技法が開発されても現場
での処理状況と生物相データの蓄積を待たずして生物指標を管理ツールとして利用することが可能になるはず
である。また指標生物の信頼性を向上させることで、高価な分析機器にアクセスすることなく、処理場におい
て有力な管理指標として利用できると考えられる。 
 
 
